
社会福祉法人 あゆみの家 五ヵ年計画 2024年～2028年度 

 

 

はじめに 

私達、社会福祉法人あゆみの家はジョン・ボーマン牧師を中心にキリスト教の愛の精

神に基づき１９７１年に設立され、５３年間の月日を障害のある方と共に地域の中を歩

んできました。障がいのある方や地域からの要望を受けながら障害者支援施設やグルー

プホームを始め、３つの通所事業所、３つの地域生活支援事業所を展開してまいりまし

た。 

 

 少子高齢化による地域社会の在り方、障がいの多様化、福祉就業人口の減少と大きく

時代は変遷を遂げています。障がいのある方の仕事・活動の場、暮らしの場といった地

域での居場所は、広がりをみせているものの、障がいの多様化や個別ニーズに応じきれ

ていない現状があり、高い専門性が求められています。 

 私達はこれまで脈々と培ってきた福祉の専門性を生かし、地域に広げつつ、障がいの

ある方が普遍的に安心して暮らしていける地域を創生する、この公益的な取り組みこそ

が私達社会福祉法人の使命であります。 

 

 この使命を全うするため、私達自身が大きく変わり、５年後１０年後も地域から、障

がいのある方から安心して信頼される『あゆみの家』であるために、ここに決意を込め

て五カ年計画を策定し、あゆみの家が実施する事業の骨子とします。 

 

基本方針 

利用者の立場に立った良質な福祉サービスを提供するとともに、地域住民

との交流・連携を図り、開かれた法人運営に努める 

 

五カ年計画事業方針 

 

1. 人材確保・育成・定着と働きがいのある職場づくりに取り組みます 

2. 建物のこれからの在り方を検討し、長期にわたる整備計画を作成します 

3. 地域に開かれた法人を目指し、公益的な取り組みに努めます 

4. 健全な財務体質の確立と、透明性のある法人運営に努めます 

 

 

 

 

 

 

 

 



各方針における対策 

1. 人材確保・育成・定着と働きがいのある職場づくりに取り組みます 

・大学・専門学校との連携を強化し、チームにて計画的な採用活動を実施します 

・人材育成体制の強化を図り、階層別研修を実施します 

・雇用環境整備及び ICT等導入による業務省力化に取り組みます 

 

2. 建物のこれからの在り方を検討し、長期にわたる整備計画を作成し

ます 

・新たな土地取得を見据え、将来の法人全体の整備計画を作成します 

・老朽化した障害者支援施設を改築し暮らしやすさを追求します 

・支援の重度化や高齢化した利用者と、自立度の高い利用者に対応したグループホーム

を整備します 

・ライフステージに応じた日中活動の場を提供します 

 

3. 地域に開かれた法人を目指し、公益的な取り組みに努めます 

・法人資源を活用し、実習・ボランティア等の積極的な受け入れをすると共に、 

 地域行事へ参加し、市町の地域福祉向上へ積極的に取り組みます 

 

4. 健全な財務体質の確立と、透明性のある法人運営に努めます 

・財源の確保に努めます 

・社会福祉法人としての安定した基盤づくりに取り組みます 

・適正な予算執行管理に努めます 

・財務規律の強化に努めます 

・ガバナンスの強化を図り、コンプライアンス遵守による法人運営を行います 

・健全な法人運営を図り、組織・事業の再編に取り組みます 

 

                          


